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(i) 

1 回目に出た目が )61( ≦≦mm 以下ならば、2回目を振ることにする。 

得点がm 以下になるのは、1回目にm 以下の目を出し、2回目にもm 以下の目を出したとき。 

1 以上m 以下のいずれの得点についても、確率は 
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得点が 1m 以上になるのは、1回目に 1m 以上の目を出すか、1回目にm 以下の目を出して 2回目に 

1m 以上の目を出したとき。 1m 以上のいずれの得点についても、確率は 
36
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得点の期待値は 
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3m のとき最大値
4

17
をとるから、1回目に 3以下の目が出たら、2回目を振ればよい。……(答) 

 

(ii) 

1 回目に出た目が )61( ≦≦mm 以下ならば、2回目を振ることにする。 

さらに、2回目を振ったとき、出た目が )61( ≦≦nn 以下ならば、3回目を振ることにする。 

1 回で振るのをやめたとき、 1m 以上のいずれの得点についても、確率は 
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2 回で振るのをやめたとき、 1n 以上のいずれの得点についても、確率は 
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3 回目を振ったとき、 6,5,4,3,2,1 のいずれの得点についても、確率は 
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得点の期待値は 
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m を固定して考えたとき、期待値が最大になるのは 3n のときで、このときの期待値は 
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15
 で、最も近い整数m は 4であるから、 4m のとき最大値
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をとる。 

1 回目に 4以下の目が出たら 2回目を振り、2回目に 3以下の目が出たら 3回目を振ればよい。……(答) 


